
令和２年６月 15日～６月 21日までの全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況 

及び熱中症による救急搬送人員数と暑さ指数(WBGT)との関係について 

（令和２年度第７報） 
 

１．全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況について 

６月 15日、16日の６都市(注１)の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値は、「警戒」を示す

25℃を超え、10 年間平均値より４℃近く高い日もありましたが、17 日以降は「注意」を

示す 21℃は超えていても、10年間平均値より低い日が多くなりました（図１、表１参照）。 

11 都市(注２)では、札幌以外で 25℃を超える日があり、東京、名古屋、高知、福岡、

鹿児島では「厳重警戒」を示す 28℃も超える日もありました。沖縄では「危険」を示す

31℃を超える日が多くなりました（表１参照）。 

全国を見ると、東北地方以南では 25℃を超える日が多く、15 日を中心に関東地方以南

では 28℃以上となった地点も多くなりました。盛夏期に比べれば暑さ指数(WBGT)は低い

ものの、この時期としては高めの値で推移しており、まだ暑さに体が慣れていない中、全

国的に熱中症への警戒が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 全国の暑さ指数(WBGT)の動向と過去 10年間平均値との比較 

 

表１ 全国 11都市(注 2)の日最高暑さ指数(WBGT)（６月 15日～６月 21日）(注３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         
（注 1） 6 都市：東京都、大阪市、名古屋市、新潟市、広島市、福岡市 

（注 2）11 都市：札幌市、仙台市、新潟市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高知市、福岡市、 

鹿児島市、那覇市 

（注 3）表 1、表２の値は速報値であり、年末に発表される確定値とは異なる場合があります。 

日 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇
 6都市
平均

15 22.1 25.4 26.8 30.2 28.2 27.7 25.4 27.7 28.2 25.3 31.0 27.8
16 19.1 24.7 23.3 27.4 25.6 24.9 24.9 25.4 27.3 28.7 31.0 25.6
17 19.4 22.7 21.9 26.5 25.6 24.3 23.7 25.9 27.2 25.7 30.9 24.9
18 19.9 23.1 24.4 24.0 22.0 21.8 18.8 20.3 24.8 28.2 31.1 22.6
19 16.6 21.6 24.3 19.3 21.4 21.1 23.4 28.0 23.8 25.7 31.4 22.2
20 16.7 22.4 20.6 28.6 25.0 22.7 23.7 25.1 25.2 23.5 31.6 24.3
21 18.0 21.5 21.4 25.2 26.1 25.9 23.1 25.9 24.8 21.6 30.9 24.4



 

表２ 全国 11都市の６月 15日～６月 21日の暑さ指数(WBGT)超過時間数(注３) 

 

 

 

 

 

２．６都市の日最高暑さ指数(WBGT)と熱中症による救急搬送人員数(全国)との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ６都市の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値と熱中症搬送人員数の推移 

 

○６月 15から 21日の６都市(注１)の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値は、前半は「警

戒」を示す 25℃を超えましたが、17日以降は「注意」を示す 21℃は超えても、10年

間平均値よりは低くなる日が多くなりました（表１、図１）。消防庁発表の速報によ

ると、熱中症による救急搬送人員数は、６月 15日に今年初めて 500人を超えた（521

人）ほか、16日に 291人、17日に 261人と多く、この期間の総数は 1,461人（死者１

人を含む）となりました（図２）。 

 

３．今後の見通しと注意点 

○26日までは、東北地方以南で「警戒」を示す 25℃以上が多く、北陸地方以南では「厳

重警戒」を示す 28℃以上となる地点もあり、近畿、九州、沖縄地方では「危険」を示

す 31℃以上となる地点もある見込みです。 

気象庁の週間天気予報（６月 24日発表、予報期間：６月 25日～７月１日）によれ

ば、「最高気温は、北日本と西日本は平年並か平年より低い所が多いでしょう。東日

本は平年並か平年より高い日が多い見込みです。沖縄・奄美は平年並か平年より高い

日が多く、平年よりかなり高い所もあるでしょう。最低気温は、全国的に平年より高

い日が多く、平年よりかなり高い所もある見込みです。」となっており、熱中症に十

分警戒する必要があります。 

 

５月は搬送人員

数の調査なし 

超過時間数 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇

31℃以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

28℃以上 0 0 0 7 2 0 0 1 1 2 72
25℃以上 0 4 6 27 21 8 2 24 23 32 168



 

○梅雨の合間に突然気温が上がった日など、高湿・高温な環境では特に熱中症への対策

が必要です。今年は十分な新型コロナウィルス感染症対策を行いながら、こまめな水

分補給や休息、室温調整等を行い、熱中症予防に例年以上に努めていただきますよ

う、お願いします。 

また、７月１日より、関東甲信地方において「熱中症警戒アラート(試行)」が先行

実施されます。令和３年度からは全国で本格実施予定です。こういった情報も活用し

ながら、積極的な熱中症予防行動をお取り下さるようお願いします。 

 

 

参考：【令和２年度の熱中症予防行動】 

 

「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント（リーフレット） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_leaflet.pdf 

「新型コロナウイルスを想定した『新しい生活様式』」における熱中症予防（留意点） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_doc.pdf 

  

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_leaflet.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_doc.pdf


 

 

 (参考資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


